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１ はじめに 
 わが国の設計法は現在非合成設計，許容

応力度設計法を基本とした設計法が長年用

いられている．それに比べ，世界各国では

合成桁の使用や，許容応力度設計法から限

界状態設計法への移行が近年で発展し，設

計・建設が始まりつつある．日本は世界で

も有数の橋梁建設国であるが，限界状態設

計法への移行はまだ大発展していないのが

現状である．その原因としては，日本の橋

梁設計の基本が非合成設計，許容応力度設

計法であることが挙げられる．現在の日本

は景気の影響もあり国内の建設事業に対す

る投資が減少している．そうなると，海外

への建設事業の進出が必要となる．だが日

本は先ほど述べたように，未だに非合成設

計，許容応力度設計法の設計が現行として

使用されている．この橋梁設計の基本で，

世界各国の橋梁設計法で対等に渡り合える

のかが，不安な点であるといえる．日本の

建設事業の発展と，世界各国と競争し，生

き残るためにも今までの非合成設計，許容

応力度設計法から，限界状態設計法への移

行が必要と考えられるのではないだろうか． 
 はじめに述べたように現在世界のスタン

ダードは限界状態設計法で許容応力度設計

法の使用は減少してきている．その理由と

して挙げられているのは，許容応力度設計

法と限界状態設計法を比べた場合，限界状

態設計法を用いたほうがより合理的，経済

的に設計を行えるからである．本研究では

許容応力度設計法，限界状態設計法での合

成桁の試設計を行い，実際どの程度の変化

があるのか比較を行う． 
 
２ 橋梁の設計法 
 合成桁の設計法には，許容応力度設計法

と限界状態設計法の２つがある．許容応力

度設計法とは，日本の鋼橋設計で長く用い

られている設計法で，構造物の弾性理論に

従い，材料の弾性限度内で問題を取り扱う

ので，弾性設計法ともよばれる．許容応力

度設計法は，各種荷重によって鋼橋各部材

に作用する垂直応力度の合計（V ）やせん
断応力度の合計（W ）が，許容応力度（ aV ，

aW ）以下になるように設計する設計法で
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の関係を満足するように設計を行う．また

許容応力度（ aV ， aW ）は，材料の降伏点

応力度 yV を適当な安全率J で割って表せ

る． 
 次に限界状態設計法とは構造物に生じて

はならない種々の限界状態を想定し、それ

ぞれの状態に対する安全性を個々に照査す

る設計方法．限界状態は終局限界状態，使

用限界状態，疲労限界状態の３つの限界状

態に分別することができる．まず１つめに

終局限界状態とは，構造物や部材が破壊し

た場合，大変形，大変位などを起こし，機

能や安定を失う状態のことをいい，耐用期



間中に一度だけ作用するかもしれない非常

に大きな荷重が作用することによって生じ

る．２つめに使用限界状態は構造物または

部材が過度な変形，変位，振動等を起こし，

正常な使用ができなくなる状態のことをい

い，頻繁に作用する荷重により生じる可能

性が大きい．３つめに疲労限界状態は構造

物または部材が繰り返し荷重により疲労損

傷し，機能を失う状態のことをいい，変動

荷重などの影響で生じる可能性が大きい． 
 
３ 合成桁の設計 
 今回研究で，対象とした橋梁は，図－１

の橋梁で設計条件として，形式は活荷重合

成Ｉ桁橋，荷重はＢ活荷重，橋長は 200.8
ｍ，使用鋼材はＳＭ５７０，床版はＰＣ床

版，床版厚は 300mm，設計基準強度はσck

とする．このような合成桁を考え，各設計

法で試設計を行う． 
 はじめに許容応力度設計法を用いて，桁

断面の決定および照査を行う．桁断面は床

版の有効幅などから決定する．その結果，

桁断面は A断面，B断面，C断面に分けら
れる．それぞれのフランジ断面積，ウェブ

断面積， 

 

図－１ 橋梁断面図 
 


